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令和８年度高浜市一般廃棄物処理実施計画 

 

 廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和４５年法律第１３７号）第６条の規定に基づき、

令和８年度高浜市一般廃棄物処理実施計画を次のとおり定める。 

 

１ 一般廃棄物の発生量及び処理量の見込み 

 

 

 

２ 一般廃棄物の排出の抑制のための方策に関する事項 

 日常生活から発生するごみの発生抑制や再資源化などを推進するため、①から⑧施策を実

施する。 

 

① ごみの発生抑制の推進 

  家庭系ごみ排出量の減量にむけて、３きり運動や３０１０（さんまるいちまる）運動を推

進する。また、食品ロスの削減にむけて、フードドライブの実施や情報提供を随時実施す

る。 

②  市民による生ごみ堆肥化の助成 

  市内の各家庭から排出される生ごみを各家庭において自ら処理することを推進するため、

生ごみ処理機、生ごみの堆肥化容器（コンポスト）の購入費補助を実施する。令和６年度よ

り補助対象を拡大し、更なる普及を目指す。 

 

ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ衣浦(kg) 市回収分(kg) 計(ton)

A 燃やせるごみ 1,446,471 7,183,890 8,630

B 不燃ごみ ( C～J を除く) 65,562 66

C びん類 30,111 128,389 159

D 缶類 12,974 41,022 54

E 紙・古繊維類 97,882 222,289 320

F ペットボトル 8,055 86,414 94

G プラスチック製容器包装 0 157,896 158

H 小型家電 36,628 34,710 71

I 蛍光灯・乾電池類 3,197 3,562 7

J 埋立ごみ 0 0 0

計 1,700,880 7,858,172 9,559

4,258,090 4,258

5,958,970 7,858,172 13,817

449kl 449ｋｌ

12,190kl 12,190ｋｌ

12,639 kl 12,639ｋｌ
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補助金の

内容 

生ごみ処理機 
２分の１の補助 

（限度額３０,０００円） 

１世帯に１基まで 

（買替え５年） 

コンポスト容器 
２分の１の補助 

（限度額３,０００円） 

１世帯に２基まで 

（買替え３年） 

 

③ 市民による集団回収事業の助成 

  新聞、雑誌、段ボール、紙パック、空き缶等の資源の回収を促進するため、自主的に資源

回収活動を行う団体に報奨金を交付する。 

 また、以下の資源の種類に応じ算出した額に、実施１回につき５,０００円（上限１０,０

００円）を加算した額を交付する。 

 

④ ごみの資源化の促進 

  燃やせるごみの中に含まれている資源化可能な紙類の資源化を促進するため、わかりや

すい分別方法を示す。 

⑤ ごみの排出、分別等の説明会 

  町内会、学校、団体等からの要望に応じて説明、支援を行う。 

⑥ ごみの出し方・分け方の冊子を配布 

  令和６年度改定した、「ごみ分別便利帳改訂版」の窓口及び転入者への配布を継続し、ご

みの減量化とリサイクルに対する市民の理解と意識の一層の向上及びごみの分別排出の徹

底を目指す。 

⑦ 清掃活動の実施 

  高浜市みんなでまちをきれいにしよう条例により、環境美化について市民等の関心と理

解を深めるため、市民行動の日一斉清掃を実施する。また、１１月及び１２月の２ヶ月間を

「さわやか 秋の市民清掃」重点月間とし、個人、団体、事業者等活動しやすい日に清掃活

動を実施し、ポイ捨てをしない風土づくりを推進する。 

 

 

 

  

区  分 金  額 

古紙類・布類 １㎏につき６円 

びん類 １本につき６円 

金属類 １㎏につき６円 
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３ 分別して収集するものとした一般廃棄物の種類及び分別の区分 

一般廃棄物の種類 分別の区分 

ご み 

燃やせるごみ 

不燃ごみ（使用済小型家電含む） 

粗大ごみ 

埋立ごみ（土砂、陶器くず、ガラスくず、コンクリートくず） 

資 源 物 

缶類（アルミ缶、スチール缶、その他の缶） 

スプレー缶 

コード類・テープ類・使い捨てライター、蛍光灯・電池類（充電式

を含む）、温度計・体温計 

紙類（新聞・折込チラシ、雑誌・その他の紙、段ボール・その他の

紙箱、紙パック） 

古繊維類（衣類・ぼろきれ等） 

ペットボトル 

プラスチック製容器包装（トレイ・発泡スチロールを含む） 

し 尿 し尿、浄化槽汚泥 

 

４ 一般廃棄物の適正な処理及びこれを実施する者に関する基本的事項 

（１）ごみの処理計画 

 ①家庭系ごみ 

一般家庭から排出されるごみは、廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令第４条に規

定する基準に適合する委託業者により収集し、収集後の処理は次のとおりとする。 

 A 燃やせるごみ 

    衣浦衛生組合クリーンセンター衣浦（以下「クリーンセンター衣浦」という。）へ搬

入し、焼却した後、焼却残渣を埋立処分する。 

  B 不燃ごみ 

    クリーンセンター衣浦へ搬入し、破砕および機械選別をした後、可燃物は焼却処理、

アルミ・鉄類は回収業者へ売却し、破砕残渣を埋立処分する。 

  C びん類 

     生きびんは、中間処理業者へ搬入し、引き渡しする。無色びん、茶色びん、緑色び

ん、黒色びん、その他の色のびんは、中間処理業者へ搬入し、有価物を取り出した後、

再生処理業者へ引き渡しする。 

  D 缶類 

     アルミ缶は、再生処理業者へ搬入し、引き渡しする。スチール缶、スプレー缶及び

その他の缶は、中間処理業者へ搬入し、引き渡しする。 

  E 紙・古繊維類 

     資源回収業者へ搬入し、引き渡しする。 
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  F ペットボトル 

市委託の中間処理業者に搬入し、フレーク化後、再生処理業者へ引き渡しする。 

  G プラスチック製容器包装 

市委託の中間処理業者へ搬入し、選別、ベール化後、指定法人ルートにおいて処理

（リサイクル）する。 

     発泡スチロールは、委託業者の施設内において、減容処理を行い、引取業者へ引き

渡しする。 

  H 小型家電 

     使用済小型家電については、クリーンセンター衣浦において選別保管し、引取業

者へ売却する。 

  I 蛍光灯・乾電池類 

蛍光灯は、クリーンセンター衣浦へ搬入し、廃蛍光管破砕機で破砕し、ドラム缶詰

めした後、広域回収・処理センターへ搬送し処理・処分（リサイクル）する。 

     乾電池は、クリーンセンター衣浦へ搬入し、一定量になるまで保管した後、広域回

収・処理センターへ搬送し処理・処分（リサイクル）する。 

  J 埋立ごみ 

    土砂、コンクリート等の埋立ごみは、排出者が自ら分別し高浜市不燃物搬入場の保

管コンテナへ入れ、再生処分業者へ搬出するものとする。 

  K 一時的多量・粗大ごみ 

     一時的に排出される多量のごみ及び粗大ごみは、燃やせるごみ、不燃ごみ、資源物

に分け、排出者が自らクリーンセンター衣浦へ搬入する。 

    または、高浜エコハウスの粗大ごみ拠点に持ち込むか、市委託業者に戸別回収の手

数料を支払い、クリーンセンター衣浦へ搬入し、破砕処理後焼却する。 

  L 市で処理できないごみ 

     特定家庭用機器再商品化法（平成１０年法律第９７号。以下「家電リサイクル法」

という。）にかかる電化製品（テレビ、エアコン、洗濯機・衣類乾燥機、冷蔵庫・冷

凍庫）、処理困難物（プロパンガスボンベ、ボイラー、バッテリー、揮発油・軽油・

灯油・重油等の石油製品、油又は塗料入りの缶、消火器、劇薬、農薬、農機具、ピア

ノ、オートバイ、タイヤ、ボウリングの球、耐火金庫等）は、クリーンセンター衣浦

及び地区ステーションにおいて受け入れできない。家電リサイクル法にかかる電化

製品は、家電リサイクル法に則った処理ルートにて処理するものとする。各リサイ

クルシステムがあるものについては、当該システムのルートにて処理するものとす

る。その他については、販売店による下取り又は引取り、あるいは廃棄物処理業者に

て処理するものとする。 

 

③  事業系ごみ 

     事業活動に伴って生じたごみ（産業廃棄物以外の廃棄物）は、次のとおり事業者の

責任において、適正に処分するものとする。 

   ア 事業者が自ら処理する又は、自らクリーンセンター衣浦へ搬入する。 
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   イ 市長の許可を受けた一般廃棄物処理業者に委託する等により処理するものとする。 

   ウ 医療系廃棄物については、各医療機関の責任において専門処理業者に委託等し、

処分するものとする。 

 

  ③ 収集運搬計画 

ア 収集は、次の表のとおり行う。 

区分 収集回数 収集方式 出し方 

燃やせるごみ 週２回 ステーション方式 高浜市指定袋 

不 燃 ご み 月２回 拠点回収方式 コンテナ 

資 源 物 月４回 拠点回収方式 コンテナ・かご・バケツ 

粗 大 ご み  週１回 拠点収集方式 高浜エコハウスへ持込 

不燃ごみ・資源物については、収集日に排出できない市民のために分別収集特別

拠点（稗田町二丁目５番地）で月４回（第２・第４土・日曜日 午前）収集する。 

 

   イ 燃やせるごみ、不燃ごみ、資源物、粗大ごみの収集区域の収集日は、次のとおりと

する。 

 

      区分 

 

 

 

 

区 域 

燃や

せる

ごみ 

不燃ごみ(資源物) 資源物 粗大ごみ 

びん類、缶類、スプレ

ー缶、不燃ごみ（使用

済小型家電含む）、コ

ード類・テープ類、使

い捨てライター、蛍

光灯・乾電池、発泡ス

チロール類、プラス

チック製容器包装 

紙類、古繊維類、発泡

スチロール、ペット

ボトル、プラスチッ

ク製容器包装 

家具類、

寝具類、 

敷物類、

諸車類 

小池町、八幡町、新田町 

月・木

曜日 

第１・第３水曜日 第２・第４水曜日 

日曜日 

 

呉竹町、屋敷町、芳川町 第１・第３金曜日 第２・第４金曜日 

沢渡町、神明町、豊田町、

湯山町 
第１・第３火曜日 第２・第４火曜日 

青木町、碧海町、春日町 

火・金

曜日 

第１・第３月曜日 第２・第４月曜日 

田戸町、稗田町、二池町 第１・第３木曜日 第２・第４木曜日 

清水町、本郷町、向山町、

論地町 

第１・第３水曜日 

清水町は第３水曜日 

第２・第４水曜日 

清水町は第２水曜日 



6 

 

ウ 特別拠点の収集区分及び収集日は、次のとおりとする。 

   区分 

区域 資源物 

市全域 第２土・日曜日・第４土・日曜日 

 

エ 埋立ごみの受け入れ 

名 称 高浜市不燃物搬入場 

所 在 地 高浜市稗田町二丁目 5-1、5-2、5-3 

搬 入 対 象 物 土砂、陶器、コンクリート、ガラスくず 

 

④ 中間処理計画 

   ア 燃やせるごみの処理 

施 設 の 名 称 衣浦衛生組合クリーンセンター衣浦 

所 在 地 碧南市広見町１丁目１－１ 

処 理 形 式 回転ストーカ式全連続焼却炉 

処 理 能 力 焼却炉  190ｔ／日（95ｔ／日×2 炉） 

灰融解炉  30ｔ／日（15ｔ／日×2 炉） 

灰融解炉は、Ｈ１７．６月から休止しています。 

 

イ 不燃ごみ及び粗大ごみの処理 

施 設 の 名 称 衣浦衛生組合クリーンセンター衣浦 

所 在 地 碧南市広見町１丁目１－１  

処 理 形 式 剪断式破砕機、回転式破砕機 

処 理 能 力  40ｔ／日（5h） 

 

（２）生活排水の処理計画 

① 生活排水処理計画 

   衣浦東部流域下水道事業認可区域及び高浜市公共下水道事業認可区域を除く区域の合

併処理浄化槽の普及・啓発を図り、生活排水による水質汚濁防止に努める。 

 

ア 令和７年度公共下水道供用開始区域 

種 別 令和６年度末までの累計 

区 域 面 積      633.3 ha 

対 象 世 帯 15,549 世帯 

対 象 人 口 35,839 人 

普 及 率 73.2 ％ 

   

※普及率＝供用開始区域内人口÷行政区域内人口（48,966 人）※R7 年 4 月時点 
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  ※出典先 高浜市の下水道 

 

   イ 合併処理浄化槽転換整備事業補助計画 

    単独処理浄化槽又はくみ取り便所の合併処理浄化槽への転換を行う者に対し、生

活排水による公共用水域の水質汚濁を防止を目指します。 

② し尿・浄化槽汚泥の処理計画 

   ア し尿及び浄化槽汚泥の収集運搬 

   ａ 収集区域  高浜市全域 

   ｂ 収集方法  次の表のとおり行う。 

   ｃ 収集回数  次の表のとおり行う。 

 

区 分 収 集 回 数 収 集 方 法 

し 尿 
定額制 月１回 

従量制 随時 

市長の許可を受けた一般

廃棄物処理業者 

浄化槽汚泥 年１回以上 
市長の許可を受けた浄化

槽清掃業者 

 イ 中間処理計画 

    し尿・浄化槽汚泥ともに次の施設に搬入し、処理を行う。 

施 設 の 名 称  衣浦衛生組合衛生センター 

所 在 地  碧南市円山町１丁目１４番地 

処 理 形 式  直接脱水＋希釈下水放流 

処 理 能 力  110kl/日（生し尿 15kl/日・浄化槽汚泥 95kl/／日） 

 

５ その他一般廃棄物の処理に関し必要な事項 

（１）ごみ 

 

① ごみの発生を抑制する２R（リデュース、リユース）の推進 

・ 生ごみ減量化促進補助金制度及び、「３０１０運動」「３きり運動」の周知及び、

「フードドライブ」「スタディドライブ」の実施を継続する。 

・ リユース意識の向上を図るため、「おいくら」の更なる周知、公民連携による取

り組みの検討を進める。 

 

② 資源化（リサイクル）の推進 

・ リサイクルカレンダーの配布方法の改善や「さんあーる」（ごみ分別アプリ）の

多言語化等、リサイクル意識の浸透を図る。 

・ 集団回収活動の継続を維持するため、奨励金制度を継続する。 

 

 

③ 持続可能なごみ処理体制の構築 
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・ 現在、クリーンセンター衣浦で焼却処分している樹木の剪定枝等について新た

な資源化の研究や事業者との調整を進める。 

・ 指定ごみ袋の在り方や手数料について調査研究を進め、ごみ処理に対する受益

と負担の考え方の調査研究を進める。 

 

④ みんなで住みやすいまちづくり 

・ まちの美化対策の一環として、市民と行政が取り組む「市民行動の日 一斉清

掃」や「さわやか秋の市民清掃」のさらなる周知をはかり、環境美化の輪を広げ

る。 

・ 不法投棄対策として、パトロールの実施及び不法投棄の多発場所への監視カメ

ラ設置、ポイ捨て・不法投棄禁止看板設置を状況に応じて実施する。 

 

（２）し尿 

① 収集計画の周知方法 

    し尿の収集は、広報「たかはま」に翌月の「し尿収集作業日程」を掲載する。 

② 浄化槽の適正な維持管理の周知・啓発 

    浄化槽は、保守点検、清掃、法定検査を定期的に実施することが義務付けられている

ため、確実に実施されるよう市広報で周知及び啓発を目指す。 

   ③ 公共下水道整備の推進等 

    し尿処理は、最終的には公共下水道によることが望ましいため、公共下水道の整備

を推進するとともに、下水道処理区域内において接続を促進する。 
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廃棄物の処理及び清掃に関する法律（抜粋） 

(一般廃棄物処理計画) 

第六条 市町村は、当該市町村の区域内の一般廃棄物の処理に関する計画(以下「一般廃棄物処理計画」と

いう。)を定めなければならない。 

２ 一般廃棄物処理計画には、環境省令で定めるところにより、当該市町村の区域内の一般廃棄物の処理

に関し、次に掲げる事項を定めるものとする。 

一 一般廃棄物の発生量及び処理量の見込み 

二 一般廃棄物の排出の抑制のための方策に関する事項 

三 分別して収集するものとした一般廃棄物の種類及び分別の区分 

四 一般廃棄物の適正な処理及びこれを実施する者に関する基本的事項 

五 一般廃棄物の処理施設の整備に関する事項 

３ 市町村は、その一般廃棄物処理計画を定めるに当たっては、当該市町村の区域内の一般廃棄物の処理

に関し関係を有する他の市町村の一般廃棄物処理計画と調和を保つよう努めなければならない。 

４ 市町村は、一般廃棄物処理計画を定め、又はこれを変更したときは、遅滞なく、これを公表するよう

努めなければならない。 

 

 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則（抜粋） 

(一般廃棄物処理計画) 

第一条の三 法第六条第一項に規定する一般廃棄物処理計画には、一般廃棄物の処理に関する基本的な事

項について定める基本計画及び基本計画の実施のために必要な各年度の事業について定める実施計画によ

り、同条第二項各号に掲げる事項を定めるものとする。 

 

 

高浜市廃棄物の処理及び清掃に関する条例（抜粋） 

(一般廃棄物処理計画) 

第 5条 市長は、法第 6条第 1項の規定に基づき、一般廃棄物の処理に関する計画(以下「一般廃棄物処

理計画」という。)を定め、毎年度初めにこれを適当な方法で市民に周知するものとする。一般廃棄物処

理計画に大きな変更を生じた場合も、同様とする。 
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